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山口県ユニセフ協会

親や同伴者のいない子ども1万7千人以上　ユニセフ、暫定的な保護措置を訴える

2024年2月2日ジュネーブ発

ユニセフ（国連児童基金）パレスチナ事務所広報チーフのジョナサン・クリックスは、2月2日にジュ

ネーブで行われた国連の定例記者会見において、ガザ地区の子どもが置かれている状況について、以下
のとおり発言しました。

親や同伴者のいない子ども1万7千人以上

・10月7日以来、イスラエルの子ども35人が死亡し、30人以上がガザで人質になっていると報じられています。ユニセフの推計によれば、ガザ地区では保護者などおとなの同伴者がいない、あるいは離ればなれになっている
　国連事務総長が述べたように、人質解放の合意は歓迎されるが、さらに多くのことを行う必要があります。 ユニ子どもが少なくとも1万7,000人います。その一人ひとりが、喪失と悲嘆で胸がはりさけそうな経験をしていま

す。現在の治安状況と人道的現状では正確な情報を収集し確認することは不可能に近いので、これは推定値であ

りますが、避難を余儀なくされているガザの住民170万人の1％に相当する人数です。

保護者などの同伴者がいない子どもを保護する施設で、6歳と4歳の幼い子どもたちと会いました。二人はいとこ
同士で、両家族の全員が昨年12月前半に命を落としました。特に4歳の女の子は、いまだに大きなショックを受
けています。この子たちと会ったのはガザ地区南部のラファです。ガザの北部や中央部では、親を亡くした子ど
もの状況は、もっと悪いのだろう、と案じています。

戦闘の中で親を亡くした子どもたちの面倒は親戚が見る
のが一般的です。しかし現在、食料も水も避難場所も圧
倒的に不足しているため、親戚たちも困窮する中で何と
か自分の子どもや家族を養っており、別の子どもの面倒
をすぐに見ることが難しくなっています。

この戦争が始まる前、ユニセフは、ガザ地区ですでに50
万人以上の子どもが、メンタルヘルスと心理社会的な支
援を必要としていると考えていました。今日、ほぼすべ
ての子ども、100万人以上の子どもがこころのケアを必
要としていると推定しています。
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メンタルヘルスと心理社会的な支援を大規模に提供できる ラファで避難生活を送る子どもたちのために、ユニセフなどは

唯一の方法は、停戦です。この戦争以前の2022年には、 心のケアを提供している。(ガザ地区、2024年2月2日撮影)

ユニセフが主導する子どもの保護クラスターが、10万人
近い子どもにこの支援を提供していました。過去に私たちがそうしてきたように、支援規模の拡大は通常は可能
です。しかし、現在のガザの深刻な治安状況と人道的状況下では、不可能なのです。

最後に一つだけ付け加えたいと思います。ガザの子どもたちは、この戦闘とは何の関係もありません。しかし彼
らは、どの子どもも決して経験してはならない苦しみを味わっているのです。宗教、国籍、言語、人種が何であ
れ、昨年10月7日に起きたようなひどい暴力行為にさらされる子どもは一人たりともいてはならないのです。

●全国の郵便局（ゆうちょ銀行）窓口からお振込みできます。
振替口座：00190-5-31000　

口座名義：公益財団法人 日本ユニセフ協会

*通信欄に「ガザ」と「Ｋ１－３５０」と明記ください。

*窓口でのお振込は、送金手数料が免除されます。

*寄付は所得税・相続税・法人税の税制上の優遇措置があります。
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やまぐちユニセフ通信
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日本ユニセフ協会

ガザ人道支援緊急募金特設ページ

●(公財)日本ユニセフ協会は、ユニセフ「ガザ人道危機 緊急募金」を受付しています。
　最も支援を必要としている子どもたちとその家族に支援を届けるため、ご協力をお願い申し上げます。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

引き続きガザ人道危機緊急募金にご協力ください！



一昨年、新型コロナ感染拡大により中断していたユニセフ募金活動「ハンド・イン・

ハンド」を再開。昨年は開催会場を増やすとともに、広くボランティア参加を呼びかけ

多くの方（とりわけ子どもたち）に参加いただけたことで、各会場ともに元気に募金活

動をおこなうことができました。

　●ユニセフ「ハンド・イン・ハンド」街頭募金活動に取り組みました！

●誰もが参加できる募金活動「ユニセフ ハンド・イン・ハンド」。事務局からの事前呼びかけに、前年街頭に立っていた

だいた方や新たに参加いただいた方のご協力をいただき、各会場元気よく募金活動をおこなうことができました。

●山口市 ●柳井市 ●萩市

１１月１８日（土） １１月２３日（木） １１月２５日（土）

コープここといずみ店店頭にて 「柳井まつり」会場にて JA山口萩ファーマーズマーケット店頭にて

建て替えオープンしたここといずみ店は ボランティア参加のお母さんに付いてきた 恒例JA山口萩ファーマーマーケットでの

売場が広くなってご利用者が増えたこと 男の子も一緒に大きな声で募金呼びかけを 募金活動。毎年募金協力していただいてる

もあり、たくさんの方に募金協力いただ してくれ、道行く人たちからもたくさんの 方が多く、「寒い中大変ね！」など、募金

きました。 ご支援をいただきました。 とともに労いのお言葉もいただきました。

●周南市 ●下関市

１１月２５日（土） １２月２日（土）

コープここと徳山店店頭にて コープここと新下関店店頭にて

男の子たちの元気な呼びかけに寒さも吹っ飛び 周南市の男の子たちに負けず劣らず、元気に募金

ました。 呼びかけをしてくれました。

●宇部市 ●岩国市 ●山陽小野田市

１２月２日（土） １２月９日（土） １２月９日（土）

コープここと宇部店店頭にて ＪＲ岩国駅前広場にて おのだサンパーク入口にて

本格的な寒波襲来の中でしたが、募金いただけ 一昨年、募金呼びかけに参加してくれた サビエル高校からは生徒さん１1名と先生に協力

る方の笑顔や一言で暖かい気持ちになれます。 お姉ちゃんと弟さん。今回も仲良く参加・活躍 いただきました。若い人たちのパワーに感謝！

してくれました。
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ご協力いただいた皆さんに

感謝申し上げます！

山口県ユニセフ協会

活 動 紹 介

たくさんの善意の

お気持ちを寄せていただき、

誠にありがとうございました。

また冷たい北風の中、

街頭にて募金呼びかけに



　●ユニセフクリスマス会を開催しました！12月９日（土）開催　コープやまぐち岩国センターにて 　

すっかり年末恒例イベントとなったユニセフクリスマス会。親子やお友だち同士で、クリスマスリース作りを楽

しんでいただきながら、ユニセフのこと、世界の子どもたちのことを知っていただくイベントです。

今回で５回目。１・２回は山口市、３回目は宇部市、4回目は下関市、そして今回は岩国市で開催しました。

● 事務局で用意させていただいた材料や道具を使って

参加者の皆さんに自由にリース作りを楽しんでもら

う企画。

● 工作の後は「ユニセフと地球のともだち」ＤＶＤを

視聴いだだき、世界には平和にクリスマスを迎えら

れない人たち・子どもたちがいることも考えていた

だきました。

● 作り終えたリースを手に、それぞれの作品のチャーム

ポイントや工夫・苦労を発表する時間も設けました。

● どの作品も皆さん一人ひとりの個性・感性が感じられ

る素晴らしい出来で、自然と拍手が起きます。

● 和気あいあいとした雰囲気で、クリスマス会を終える

ことができました。

　●ユニセフパネル展を開催しました！ 　

展示スペースがあれば積極的に開催しているユニセフパネル展。年末・年始も2ヵ所で開催することができました。

●山陽小野田市

２０２３年１２月１４日（木）～１２月２２日（金）

おのだサンパーク催事コーナー

● 集客力のあるおのだサンパーク様のご厚意で

「ウクライナ危機から一年」パネル展を開催

できました。

● 展示最終日におこなう募金活動の告知も合わ

せておこないました。

●山口市

２０２４年１月２３日（火）～２月　２日（金）

山口県庁１階ロビー

● 恒例となった県庁ロビーでのパネル展示。

● 展示スペースが広がるとともに、展示も

年2回のご協力をいただけることになり

ました。

●ユニセフ「カレンダー募金」に取り組みました！

東京銀座老舗文具店「伊東屋」さんから寄贈いただいた越年カレンダーを、ユニセフ募金にご協力いただいた方に

プレゼントする企画。コープやまぐち様のご厚意で同4店舗で開催することができました。

● 開催期間　2月6日（火）～２月２９日（木）まで。

開催店舗　＊ここといずみ店　＊こことどうもん店　＊ここと宇部店　＊ここと新下関店

各店舗１００冊ほど置かせていただきました。

ご協力いただいた募金は後日、日本ユニセフ協会へ送らせていただきます。
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毎回好評のユニセフ映画会を今年も春休みに合わせて開催します。

会場は山口市の桜の名所「一ノ坂川」のすぐそば山口県立図書館。暖かい日差しの中

お出かけに最高の季節！是非足をお運びください！

●映画：

アカデミー賞ノミネート監督が贈る、実在のスターの感動サクセス・ストーリー‼

　　「歌声にのった少年」
＊ 紛争の絶えないパレスチナ・ガザ地区。そこに暮らす少年ムハンマドは、

歌手になる事を夢見ていた。だが突然訪れた最愛の姉の死。そしてイス

ラエルからの攻撃を受けるガザでの生きる為の日々。絶望的な状況の中、

ムハンマドはオーディション番組に出る事を決意するのだが・・・

紛争の地ガザを脱出し、世界的な歌手になった少年の実話を実写化！

●日時　：　３月２４日（土）　１３：３０～（開場１３：００）
＊上映時間９８分（字幕スーパー）

●会場　：　山口県立図書館レクチャールーム

●定員　：　先着２９４名

●料金　：　無料

●申込み：　ＱＲコードより、又は電話にてお申込みください。　　　　　　
＊お電話は下記山口県ユニセフ協会まで

日本ユニセフ協会と各協定地域組織の活動を賛助       ユニセフや世界の子どもたちに関心のある方はもちろん

会費によって支援いただく方法です。

現在山口県でも多くの賛助会員の方にご協力いた

だいています。 　　　♪絵や文章を書くのが好きな方

山口から世界の子どもたちを支えましょう！ 　　　　♪子どもがすきな方

　　　　　♪手作りするのが好きな方

　　　　　　♪パソコンが得意な方

♪学習会の組み立てを一緒に考えてくれる方

　　　などなど

賛助会員期間は、入会月より1年間です。賛助会費は

寄付金控除の対象になります。

一般・学生賛助会員は個人名でのお申込みに限らせて

いただきます。

県協会地図

山口県ユニセフ協会 ボランティア登録、資料請求、その他

お問い合わせ等は、事務局までご連絡

〒753-0083 ください。

山口市後河原２１０番地 また、どなたでもお気軽にお立ち寄り

　TEL083-902-2266 ください。

　FAX083-928-5416 受付日　：　月・火・水・木・金

　　E-mail：info@unicef-yamaguchi.jp 受付時間：　１０：００～１６：００

　　URL：ｈｔｔｐs//www.unicef-yamaguchi.jp 山口県教育会館の裏になります。

山口県ユニセフ協会の

今からの予定

-４-

　　　　　賛助会員募集してます！

　●「春休みユニセフ映画会」開催します！

　　　いつでもボランティア大歓迎！！


